








は じ め に
中 日両国科学文化交流はすでに二千年の歴史がある。両国の国民 と政府 は
互いに勉強 して,そ の交流の形式は古代から現代 に至るまで,最初 の民間の
自発的で個別的な ものか ら段段政府が組織 し,計 画 して,交 流するもの とな
ってきたのである。そして時間が経過するにつれて,政 府 と民間 とい う二っ
のレベルでの交流が並行 して行われてきた。 ここでいう文化 とは広い範囲の
文化を指す もので,科 学,技 術 もふ くまれている。中日科学文化文流の歴史
を検討することは中日科学文化交流を深め,ア ジア文明の発展 を促進すると
いう現実的な意義が極 めて大 きい と思 う。
一一 民 間の科学文化 交流
中日両国間の科学文化交流は最初 は,中 国か らの移民によって行われた。
秦漢か ら魏晋南北朝時代 まで,つ ぎからつぎへ と中国人が朝鮮半島を経由 し
て日本列島にやってきた・秦代の徐榴 よ多 くの中臥 をつれて 日本に惚 て
きて,中 国の農業文化 を日本に伝 え,中 日両国科学文化の交流 を開拓 した。
日本応神天皇の時代 には国の門を開き,中 国人が日本 に渡来 し定着するのを
奨励する国策が取 られた。 これによって当時た くさんの中国人が 日本に移民
した。大和政権時代,日 本政府は中国の移民 をその特長 に従 って,「部」の形
式に組織 した。 これ らの部 は日本社会 と生産技術の各部門に入 り・部民制 に
なった。中国移民 は持っていた先進的な生産技術 を日本に伝授 しi生 産力 を
高めて,大 和政権 の存立基盤 を固め,日 本の古代社会か ら封建社会への移行
のための物質的生産基盤 を作 った。今 日の神奈川県の秦野市の市名 も中国秦
代の移民の苗字をもって定められたのである。
二 政府間の科学文化交流
中国の階唐時代 にはかな り発達 した科学文化 と完備で有効 な典章制度があ
った。移民の民間交流を通 して中国の文化 を吸収することだけで は満足でき
ない日本政府はそれ らの典章 を手 に入れるために両国の政府間の交流の一環
として中国に使節 を派遣 し,ま た僧侶 と留学生を中国に派遣 して,中 国の漢
唐科学文化を学ばせた。遣階使は一般的には推古天皇十五年(六 〇七)に 派
遣された小野妹子が一番早い と考 えられている。翌年,小 野妹子 は二回目に
中国に渡 った時,留 学生四人 と留学僧四人 をつれて行 った。 これ らの留学生
は中国に二十,三 十年間滞在 した。留学生たちは人数 こそ少ないが,階 の科
学文化を吸収 した効果 は日本の科学文化 に対 しての影響が頗る大 きかった。
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遣唐使 は,野 明天皇二年(六 三〇)八 月か ら派遣 した犬上三田紹 を初め と
して宇多天皇寛平六年(八 九四)ま で,合 せて十三回継続 した。 この交流は
二十六代 を経 て,二 百六十四年にわたったのである。 この間 日本 は使節,留
学生 と留学僧 を派遣 して,両 国科学文化交流 も密i接になってきた。その中か
ら中 日文化交流のために貢献 した人物が輩出 した。遣唐の学生中で一番有名
なのが元正朝的吉備真備であった。彼 は唐に十八年間留学 して,各 種の技能
を学んだ。そのほかに空海 も有名な例である。吉備真備 と空海は唐から帰国
したあと,内 政 と外交の政策 を担当する重要な人物になった。一方,日 本の
阿倍㈱ 呂と醐 嗣 は醐 の官僚に{壬用され匙 特に阿倍は軸 ,王織
交誼が深かった ことや,唐 風 を真似た嵯峨天皇,空 海,橘 逸勢 ら 「三筆」の
書が もてはやされたのは有名 な事実である。
唐の揚州大明寺鑑真和尚は六回日本への渡航 を図 り,失 明 とい う代価 を払
って,中 国仏教典制,建 築,医 学,彫 塑,書 法等を日本 に伝えた。 日本 に着
いた七五四年に聖武天皇の盛大なもてな しを受 けた。彼 は空前の盛大な大仏
開眼を司った り講学 した りして,そ れか ら長い間奈良に滞在 し,余 生を仏学
文化の 日本への伝授 にささげた。
三 民間 と政府の二次元の科学文化交流
1商 船,日 僧 と科学文化交流
八九四年遣唐使の廃止 は何 も中国科学文化の伝来が停止 した ことを意味す
るのではな く,実際は民間 レベルでの商船の来往が絶 えず,宋 船が中国か ら
日本 に舶載 して来た ものは香薬,糸糸織物,書 籍,文 具,書 画,陶 磁器の類で
あるが,日 本か ら中国に運んでいった ものは砂金,水 銀,硫 黄等の原料の他
に,平 安貴族文化の所産である蒔絵,一:11,水晶細工,刀 剣及 び扇が リス ト
にのっているのは注 目に値する。就中,日 本刀は宋代の中国で喧伝 され,欧





しか し,五代,宋 になって中日文化史上新 しい傾向が出て来たことをみの
が してはならない。その一 は日本 に於 ける漢文学の作品,ま たは仏教関係の
著作が中国に初めて紹介 された ことである。九二六年,興 隆寺の法師寛健が
醍醐天皇の勅許を得て,五 台山を巡礼 した際,天 皇から菅原道真(三巻),紀
長谷雄(三 巻),橘広相(二 巻),都良香(一 巻)計 九巻の日本名詩人の詩集
と小野道風の行草書各一巻 を下附され,こ れを中国に伝 えている。 また平安
時代,浄 土思想の普及 に極 めて貢献 のあった源信の 『往生要集』,『因明論
疏』,『相達略註釈』等の著二作がi九 九二年宋商 によって天台山国清寺也婆州
聖黄山七仏道場 にもた らされ,宋 代の中国仏教界にかな りの影響を与 えてい
る。
2近 代科学技術の交流
日本は六四五年か ら大化改新が行われた。 その時から,中 国文化 をよく学
ぶ ようになった。中国の歴法,天 文学,医 学,算 尤,水 利=灌概 など実用技術
もよく学んだ。た くさんの技術 と管理人材 を育 てられ,そ れによって日本経
済の発展が促進 された。 日本人の実用技術 を重視するという習慣 もこれによ
ってできた といわれている。 また真似 を通 して研究製造することを心得てい
るという民族の素質 も築 き上げられたのである。宋 と明の時代 になってか ら
も,日 本は中国か ら科学技術 を吸収 し続けた。宋の時代,日 本は中国に専門
7)
の人を派遣 して陶磁器の技術 を勉強 させた。中国か ら学 んだ工芸技術の中で,
ある部分が中国 と同 じレベルに,あ る部分が中国 より高いレベルになった。
刀,剣 と染物の技術 などが良い例である。漆の技術は中国を超 えた。それば
か りでな く金泥画漆法 も発明 し,そ の技術があまりにもすばらしいので明の
時代 には有名な技術者楊損が日本 に派遣 され,こ の技術を修得す るように命
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じられた。江戸初期に日本の染物工芸が高いレベルに達 し,色 も変 らないの
で中国の商人 は白い布を長崎 に運んで染めて もらって,そ れから中国の国内
に売 りさばいたのである。おそらく中日間の最初の技術協力の例である。
上掲の実例 は中日両国間に於 ける文化関係が単なる一方的文化の受容では
な く,十世紀以降 日本か らも中国 に与 えるものがあ り,真 の意味での文化交
流が既 に始 まった ことを証 している。かかる相互依存の関係 はこの後永 く持
続 して,明 清時代 に至 ったのである。中日科学文化文流史上,更 に注目すべ
き事象は,遣 唐使時代を除 き,古 代か ら明清時代 に至るまで,両 国間 に於 け
る科学文化の伝播が政府 の役人や使節 よりも帰化人,留学生,僧 侶(学問僧・
請益僧)及 び中日商費の仲介 によってなされて来たことである。周知の如 く,
鎌倉及び室町幕府統治下の日本で,僧 侶のみ中国渡船を許 されたのであるが,
宋,元,明 三代の中 日僧侶が,禅 師の語録,朱 子学,印 刷術,医 学,美 術,
工芸その他の技術の導入,延 いては五山文学の発展に果た した役割,明 代十
七回にわた る勘合符貿易 を通 じての禅師外交顧問 または使節 としての活躍,
または徳川幕府 の厳重な鎖国政策の下で,長 崎 に来航 した中国海費が清 日間




近代中日文献交流の最 も重要な成果 は両国で出版 された中日書籍の翻訳で
ある。明治維新以後,中 日両国間各方面の交流が繁 くな り,一 八九六年から
中国の青年が日本に多数留学するために,中 国人学生が日本語 を学習するよ
うになった。 また日本に於て も,一八九五年宮島大八の善隣書院,一一八九七
年東京外国語学校,一 九〇一年東亜同文会 による東亜同文書院(上 海)の 設
立に見 られ る如 く,日本人が積極的に中国語 を学び,中 国を研究 し,理 解せ
ん とする風潮が膨灘 として興 った。か くして数多 くの中国古典や時事関係の
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書が 日本文に訳 され,反 面,お びただしい数の日本の図書が中文 に訳出され
たのである。 これは従来の中日科学文化交流史にはなかった一つの新 しい潮
流であると称すべ きであろう。
近代中 日両国の知識人の間で企画 された中国書 日本訳本及び日本書中国訳
本の数 はいかほどあるか正確 に知 るよしもないが,そ の分野は前代の文化交
流の主なる対象が儒学,禅 学,芸 術及び若干の実用科学技術 に限 られていた
のに反 して,人 文科学,社 会科学及び自然科学の各方面 に及び,そ の中で も
双方の文化 と社会の理解 に必要 と思われる著作,両 国の近代化達成に稗益す
ると目せ られた各種の技術書及び西欧近代思想及び文学の傑作が翻訳事業の
主なる対象 となった。総体的にいって,中 国訳 日本書籍の数が 日本訳中国書
籍=よりはるかに多いのは,近 代中国が,い ち早 く西欧の技術 を採 り入れて近
代化に成功 した日本か ら学ぽうとするこの時代の趨勢 を反映 しているのであ
ろう。〇六〇〇年から一八九五年 までの三百年の間,日 本で翻訳 された中国
の書籍が一二九種 にのぼった。中国の方で 日本の書 を翻訳 したのは十二種類
であg}。〇八九六年から〇九一一年 まで,日 本で翻 された中国の書籍が+
9)




の中葉以後,訳 書のお もな動機 は大体富国強兵 ということであって,そ の着
眼点は西洋の科学技術であった。 したがって訳書の最大多数 は自然科学 と応
用科学に属するものであった。二十世紀以後,文 化意識 と思想は一大変化を
した。中国の知識人は中国改造の重点 を政治社会 と人文方面 に移 していた。
だか ら社会科学 と人文科学の訳書が増加 して,科 学技術の訳書以上 になった。
一九一一年以前 は,現 在 ある資料か らみると,社会科学方面では,日 本で十
一種類の中国書を訳 した。 日本文化にたいして中国は,一 八八三年になって,
はじめて日本の社会科学書 を訳 した。 日本が中国の社会科学の書籍 を訳 した
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ことについていえば,一 九一二年が重要な年である。 この年か ら新中国成立
につれて,日 本 は中国の社会政治の理解が緊要であることを感 じ始めた。だ
か ら,中 国の社会科学方面的著作 を特に重視 し,翻 訳のしごともそれにつれ
て多 くなった。
一六六〇か ら一八九五年,日 本語で翻訳 された中国の書籍一二九種類の訳
書の中に,文 学類が九十種類 を占めてお り,歴史類の十九種類,語 言類の六
種類 よりiず っと多い。多数の中国古典小説 と散文集が日本の訳者たちに注
目されている。た とえば,『水q傳 』,『三国志演義』,『西遊記』,『肉蒲團』,
『金瓶梅』,『北西廟記』,『世説新語』,「平妖傳』,『遊仙窟』,『連城壁』等の本
が何度 も再発行 された。 とりわけ,『水p傳 』の訳書が十一種類あるのは,こ
の小説が 日本の武士及び庶民たちに大歓迎 された と言 うも過言ではないだろ
う。それか ら,日 本の作家は中国の古典小説 を真似 る小説が とて も多いので
ある。た とえば,仇 鼎散人の 『日本水濡傳』(10巻,一七七七年),伊丹椿蘭
の 『女水濫傳』(4巻,一 七八三年),僧空阿の 『俳譜水p傳 』(10巻,手書
く),好花堂の 『新編女水a傳 』(6巻,一 八一二年)等 数十種類がある。そ
の小説 は日本での影響力 といえば,上 の文人雅人 とも,下 の市井庶民 とも,
かかわらず,水 浄英雄人物の別名で 自分に名を乗ってほ しい ぐらいであるこ
とになる。梁山泊 とは,今 迄にも英雄豪傑 あるいは野心家 らの集合する場所
IO)
と言われている。中国では日本文学作品の翻訳は前清末期(日 本では明治後
期)か らはじまった。商務印書館の 「説部叢書」(世界文学全集)に 徳富藍花
の 『不如帰』(これは抄訳),尾崎紅葉の 『寒牡丹』など,そ うとうの数の訳
本 をみることができる。 しかし,日 本文学が本格的に訳 されたのは一九二〇
年代以後であって,魯 迅が武者小路実篤の『ある青年の夢』(訳名,一 個青年
的夢)を 訳 したのがそのさきが けといえよう。
漢詩の唱和 は中日文学交流の一つの特殊な方式である。一八七〇年代 の中
日国交の樹立か ら九〇年代初 めまでの間,駐 日公使館員達 には文人や学者が
多 く,彼 らは一般 に詩文書道 に堪能であったので,中 国公使館 は明治時代の
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漢学者 と漢詩人 にとって最 も魅力のある場所 となった。そして,中 国使節団
もしばしば公使館で宴会 を催 し,日 本の学者や名士 を招待 した。同様 に,両
国の官吏,文 人,民 間人士の間には相互に宴 を張った り,一緒 に花見 をした
り,登 高 した りしたことが よくあった。その場合 に双方が筆談で応酬 し,詩
文をや りとりして,沢 山の詩文が残 された。
(3)中日間における科学技術文献の交流
近代早期(明 の末期か ら清の末期以前)に 西洋学の中国における影響 は日
本 より大きかった。 したがって日本はある程度中国を掛橋 として,西 洋近代
11)
科学文化 を吸収 した。イタ リアのMatthieuRicci利礪買,ド イツのJean
AdamSchallvonBel1湯若望,ア メリカのWilliamAlexanderparsons
Marein丁匙良たちが著述 した『乾坤体義』,『経天核』s『万国公法』,『富国策』
などの書籍が中国か らあ らゆる公開あるいは秘密のルー トを通って日本に輸
入 されたのである。 口本人は翻訳本を借 りて,西 洋科学文化 を理解 したので
あ り,こ の ようにして西洋に学ぶ ことは明治の初期末 までつづいていた。十
九世紀 の末期頃 までに主に上海 にある江南製造総局の翻訳館か ら『格致匿編』
などの科学技術雑誌 を買ってきた。 また柳原前光 を派遣 して江南製造局を訪
問 させた。一一八九五年 までの三百年の間,日 本で翻訳 された中国の書籍が一
二九種 にのぼった。一方中国の方で 日本の書 を翻訳 したのはわずか十二種類
で,し か もその中の九種類 は日本人が翻訳 した ものであった。た とえば藤田
豊八訳 と花戸柳條の 『蜜蜂飼養法』などである。 ところが一八九六か ら一九
一一年の十五年間だけを見ても中国で日本の書 を翻訳 したのは九五八種 にの
ぼった。 日本で翻訳 された中国の書籍が十六種である。中国で初 めて 日本語
の翻訳 をした人 は専門外交官の銚文棟であった。その人 には日本語の翻訳書
がた くさんある。実藤恵秀先生に 「黄遵憲第二」 といわれた。一九〇〇年以
後,中 国の外国書か ら翻訳 した文献 の主要な部分は日本書か らの翻訳であっ
た。 その原因は二つある。一つは日本が成功 した近代化の経験 をいそいで学
びたかった こと。二つは一九〇五年に科挙制度が廃止 されたのち,学 校で使
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用されたテキス トは躰 書か ら翻 したテキス トが多力め た ことであ12).例
えば藤田豊八先生訳 と飯盛挺造が書いた『物理学』などが例 として挙 げられる
。
十九世紀末期から二十世紀初期 までの間に化学,化 学工業著作が中国に入
って来て訳された化学文献 は日本の ものが最 も多い。一九〇〇年 に創刊 した
『亜泉雑誌』は日本の化学,化 学工業 を集中的に中国に伝 えるものである。化
学論文が全部で二十三篇発表 され,日本語で書かれた ものが多い。『亜泉雑誌』
は上海亜泉学館で出版 され,中 国人 自身による最 も古い科学雑誌で中国の最
初の化学分野の定期発行物 といえる。 この雑誌 は杜亜泉 ←一八七三一一九三
三年)が 創刊 し,編 集 し,清朝の光緒二十六年(1900年)の陰暦十月に創刊
され・月二冊発行 されていた.翌 年の四即 こ停刊 し,全 部で柵 出版 罷 。
杜亜泉は一九〇四年か ら商務印書館編訳所の理化学部で責任者を二十八年間
担当 した。一九〇六年,彼 は日本 に渡 し,教 育の視察や,日 本の著作の収集
を行った。帰国後 は,質 の高い物理,化 学の教科書 と辞典 を編修翻訳 した。
著作 も多 くを著 し,前述の雑誌で化学論文 を十九篇発表 した。彼 は近代後期
の化学知識 と化学理論 を紹介 し,重 要な影響 を中国に与 えた。部分の化学論
文の作者 と題 目は以下の通 りである。
杜亜泉の「化学原質新表」(七十六種類元素の名称 と原子量の紹介),「質点
論」(主に原子 と分子 の学説),「鉦之制法及性質」(カルシウムの製法 と性
質),「考察金石表」(主に化学分析),「化学理論」(主に気体性質について),
「化学奇観」(主に酸素の性質 を見 る実験),「化学定性分析」(山下順一郎が校
正 した)な どの論文が発表 された。それ以外,次 の ような論文 もあった。王
琴希が訳 した論文 は 「昨年化学界」等二篇,虞 和欽が訳 した論文 は 「化学周
期律」,工芸学堂教師の陸氏 と趙氏は 「顯影新方」を著 した。翻訳 された全て
の原稿 は一篇 をのぞいて,日 本の本か らの翻訳であった。化学,化 学工業の
論文か ら見 ると,十 九世紀末期 と二十世紀初期の近代化学理論 はほとんど日
本か ら中国に伝 えられていた ことが分かる。 この雑誌は全部で十冊三十九篇
である。その中に,化 学,化 学工業の論文 は二十三篇で,全 体の三分の二 を
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占める。数が多いばか りでな く,重 要で長い ものは化学系の論文であった。
この特徴 をふまえ,『亜泉雑誌』は中国の最初の化学の定期刊行物 と呼ぶ こと
がで きるであろう。 また この雑誌 は世界で新 しく発見 された化学元素 を系統
的に紹介 した。六十四種元素以外の十一種元素 を命名 し,た とえば,ア ルゴ
ン瓠 セオジム錯,ガ ドリニウム糺,ツ リウム鉱・イッテル ビウム鎗 この
中国語訳名は現在に至 るまで使用 されている。
『亜泉雑誌』のほかに も,ま た 日本か らの化学文献 を中国でた くさん翻訳
し,発 表 された。た とえば 「説釦」,「説釦」は中国人の留学生周樹人(魯 迅)
が一九〇三年十月に東京で出版 されていた 「漸江潮」 とい う雑誌 に発表 した
ラジウムの紹介文である。「昨年化学界」では詳細 にラジウムの発見を伝 え,
その性質を簡単に紹介 している。 しか し,ラ ジウムや他の放射性元素の発見
の重要性 を強調 していない。「説釦」は詳 しくラジウムの発見 を説明した上,
キュリー夫人が原子量測定に用いた新方法を紹介 し,ラ ジウムの発見 を賞賛
している。
十九世紀末期か ら二十世紀初期 までの化学,化 学工業,特 に化学教科書,
日本か ら中国に入って訳された種類は一二〇以上 にのぼった。十九世紀中葉
中国は初 めて 「化学」 という言葉 をつ くった。のちに日本 に吸収 され,以 前
のr舎 密」 という言葉 と取 り替 えられた。 日本がつ くった 「科学」の言葉が
十九世紀中葉 に中国に吸収 されて伝統的な 「格致」の言葉 と取 り替 えられた。
このように両国の間は互いに交流 し,互 いに受益 した。
4近 代中国 と日本の両国の人の交流
(1)留学生
明治維新以降の日本 は近代化 を成功させて,世 界の経済大国の列に入 り,
東諸国のモデルになっている。清朝政府 も,「日本の維新の歴史 はわれわれ東
洋の手本だ」 という認識 をもっていた。 そして日本へ留学生を派遣 して,日
本の近代化の経験 と西洋近代化 を学ばせた。一八九六年,清 朝 政府は十三名
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の学生 を日本 に留学 させた。一九〇〇年以降,若 い学生たちはそれぞれ 日本
に渡 りs日本留学 ブームを起 こした。統計 によると,一八九六年か ら一九一
輝 の+四年間に灘 留学 した人数は トー タルで一万人以上であっ饗溜 学
生は日本語 を学ぶ と,留 学中から日本の書籍 を翻訳 し,日 本で印刷 して,中
国にお くった。卒業 して帰国後,日 本の本 を翻訳する人 も絶 えることがなか
った。翻訳の種類 は哲学,法 律,文 学,教 育,地 理,歴 史,自 然科学,軍 事,
医学その他百般の ことにおよんだ。元来,留 学生 は西洋の近代文化 を学ぶた
めに日本に渡ったのであった。 そうした ものを学ぶかたわ ら,日 本文学に興
味 をもつようにな り,科学の勉強 をやめて,文 学者になったひ ともいる。魯
迅 も郭沫若 も医学 をすてて文学にうつった。元来,文 学的素質のす ぐれた中
国人が日本文学の刺激 をうけた もの といえようか。
留学生たちは西洋の近代文化 と明治維新 を紹介するためにあいついで 『開
智録』,『訳書匪編』,『漸江潮』,『国民報』,『二十世紀の支那』等何十種類の
雑誌 を創刊 し,そ の内容 と形式 もさまざまであった。そ してその発行の量か
ら見れ ば世界の留学生の歴史の上で もめったにないことといえよう。そのほ
か留学生たちは 「編訳社」,「励志分」等の社団 も設立 した。 これ らの社団は
西洋科学文化の紹介 と中日両国の交流の上では大 きな役割 を果 してきた。
近代 日本の学校では中国留学生 を育成する面で大 きな貢献 を果 してきた。
留学生たちは軍事,法 律,教 育,哲 学,文 学,科 学 と技術等各分野で活躍 し
ている。なかには範迫吉等のような有名 な文献翻訳家 もいるし,張 胎恵(京
都帝国大学理学士,北 京師範大学教授s学 長),藥鐘翻(東 京帝国大学理学
士,北 京師範大学教授),呉南薫(東 京帝大理学士,武 漢大学教授),柳金田
(東京帝大理学士,中 山大学物理教授),趙修乾(東 京帝大理学士,東 北大学
教授)な ど有名な教授 もいるし,ま た藥鍔,黄 興,蒋 方震,李 烈釣,藍 天蔚
等有名 な軍事の高級軍人 もいるし,魯 迅,郭 沫若,田 漢,夏 衛,周 揚等中国





日本を認識す るために清朝の末期か ら中華民国建立 まで相当数の人々が 日
本 を考察 し,そ の中には国費生 もあ り私費生 もいた。ほ とんどの人は帰国 し
てか ら考察報告書或いは日記 という形で内容 を残 している。清朝末期の例で
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いうと当時来 日の考察 を記録 した ものは二十種類 もあるそうである。た とえ
ば王鱈 の 『扶桑游記』,挑文棟 の 『日本地理備要』,眺錫興 の 『東瀬学校根
原』,張答の 『東游 日記』等々。 これ らの作品は社会各分野で広 く読 まれた代
表的作品であった。 もうす こし詳 しくいうと張審が 『東游 日記』の中で 日本
の強い ところは世界 レベルでの競争意識 を持 っているということである。世
界で文明を競争す る。世界で文明を競争するのは進 まなければ則 ち遅れるこ
とで,さ らに中立 はありえないのである。競争の中で強 くなるためにはまず
ユの
「教育が第一で,つ ぎは工業で,そ のつぎは軍事だ」 と強調 していた。
更に留意すべ きなのは,提 学使一行の日本訪問である。清末当時,日 本 の
教育事情視察のため派遣 された多 くの調査団のなかで特筆に値するのは,一
九〇六年の提学使一行十数名の訪 日であった。前述の とお り,清朝政府 は近
代学校教育の全国的普及 をはかるため,学 部の創設に引きつづいて一九〇六
年五月,各 省 に提学使司を開設,そ の長官 として提学使二,三 名を任命 した
が,彼 らの着任 にさきだち,こ れまで学務の担当経験や訪 日の機会 をもたな
かった十数名 を選んで日本 に派遣 し,地 方教育行政について研修 させたので
ある。彼 らは,張 之洞の女婿で湖北省提学使の黄紹箕 を団長 とし,〇 九〇六
年八月か ら十一月にかけて三カ月余 りにわた り東京 に滞在,文 部省や各地の
学校を歴訪 して教育行政や,学 校運営の実務 を視察するかたわ ら,各 種の講
義 を受 けた り,日本側専門家 との問で意見交換 をおこなうなど活発に活動 し
た。その中心行事は八月下旬から九月までかけて五週間にわた り文部省でお
こなわれた連続講義で,そ の講師および講義題 目は次のとお りであった。①
「各国の学制」文部省参事官田所美治。② 「明治年間教育沿革」文部省視学官




彼 らはまた,九 月から十月にかけて しば しば帝国教育会を訪問,会 長辻新
次や伊沢修二,戸 野周二郎,高 田早苗,野 尻精一,町 田則文,湯 本武比古,
関義臣ら有力会員 との間で,① 教育普及に必要な教員 をいかなる手段で養成
するか,② 教育普及にあたっての文字改革お よび言語統一の方策,③ 日本 は
義務教育実施 にあたって,諸 々の困難 をいかに克服 したか,な どの問題 を中
心 に,中 国教育の改革方策や明治 日本の教育近代化努力の教訓などについて
熱心に討議 している。
(3)中国に渡った日本人教師
一八九五年以降,中 国では主に日本語 を教 える学堂が創立 された。た とえ
ば,福 州の東文学堂,杭 州の日文学堂(一八九八年),泉 州の彰化学堂(一八
九九年),天津の東文学堂(一八九九年),厘門の東亜学院(一九〇〇年),北
京的東文学社(一 九〇一年)等 がある。中国が二十世紀 に入ってから各種新
しいタイプの学校及 び試験施設が急速に増加 しつつ,外 国人教師の採用数 も
増 えてきた。___.九〇六年の一番多い時は五,六 百人 を超 えていた。 その中で
数の割合が多かったのは躰 人教自雨であっ狸.た と斌 鯨 魍 大学鞭
服部宇之吉,岡 田朝太郎,京 都帝国大学教授織田万,矢 野仁一,早 稲田大学




羅振玉 と日本の藤田豊八である。羅振玉(一 八六六一一九四〇年)は 農学会
を創立 し,儂 学報』(一八九七m九 〇六年)を 創刊 し認.全 部で三_珊
を発行 したが,数 多い日本文献 も載せていた。翻訳 した本の数が多い日本学
者 としては藤田豊八,古 城貞吉で,中 国の学者 としては王国維,奨 柄清であ
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る。 主 に日本 の 『日本 農務報 』,『日本農業雑誌』,『日本興業雑誌』,『日本水
19)
産会報』,『日本蚕業報』である。羅振玉 はまた上海で東文学社 を創立 し,日
本語の翻訳の人材 を育成 した。一九〇一年羅振玉は日本に渡 り日本の教育 を
視察 し,日 本の長崎,馬 関,神 戸,東 京,京 都,奈 良,大 阪等 を見廻 った。
ニ カ月八 日という長い旅の中で,日 本の教育界の有名人 と会い,文 部大臣菊
池,外 務大臣小村 とも会見 した。一九m年 京都大学の内藤虎次郎(内 藤湖
南)の 招 きで,羅 振玉は家族 を連れて,京 都で生活 した。一九一・一年から一
九一九年 日本 に住 んでいる間,羅 氏は歴史,文 学 を研究 し,た くさんの友達
に出会 い,幅 広い文化交流 をした。
藤田豊八先生(一 八七〇一一九二九年)は 文学博士で,東 洋史の専門家で
ある。 それに漢学家で もあ り科学技術文献 の翻訳家でもあった。藤田先生 は
何回 も中国に渡 り,中 国で仕事 もした。一八九八年 に上海 に到着 して有名 な
翻訳家である馬建忠 らと一緒 にマスコミ事業を起 こした。そのあと羅振玉の
雑誌『農学報』,『教育世界』,東文学社等で大量の日本の科学技術の本,歴 史
の本及びその他の刊行物を出版 した。彼 は二十年余 り羅先生 と交流 し,協 力
している間に互 いに深い友情 を築 き上 げた。藤田先生 は晩年台湾大学 と東京
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大学でも講義 を担当した。藤田先生は生涯中国 と日本の科学文化交流のため
につ くした。特 に近代の 日本の科学技術文献 を中国に紹介す ることにおいて
はすばらしい貢献 をして きた。
5中 国の現代文化の勃興 と中日文化交流
中国の現代文化が中国の風土に根 をお ろしたものであることはいうまで も
ない。 それは中国の伝統文化か ら養分 を吸収 し,旧 文化の遺産 を批判的に継
承 して形成されている。同時 に,中 国の現代文化の興起 も,口本文化 と密接
な関連があるといえる。 まず,中 国における現在新文化運動の代表的な人物
たちは,大 半が留 日学生であった。有名 な魯迅,郭 沫若などは皆 日本に留学
した ことがあり,彼 らは異なる側面から日本文化に触れて,日 本文化の薫陶
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と影響 を受 けた。魯迅(一 八八一一一九三六年)は,一 九〇二年か ら一九〇
九年にかけての七年間,日 本 に留学 している。郭沫若(一 八九ニー一九七八
年)は 一九一三年か ら三度にわたって日本 に赴 き,二 十年間にわたる留学 と
研究生活 を送 った。
魯迅 は長い間 日本研究をし}日本の風格,国 情,科 学,文 化,芸 術等の方
面に深い理解 と研究の成果があった。 そして,広 範囲に中国人民 に日本文化
を紹介することは,魯迅の文学人生 における重要な一部 となった。『魯迅全集』
と 『魯迅訳文集』には八十三人の日本人の作家 に触れてお り,日本 の作品の
翻訳は,論 文集二点,随 筆 などの散文集や演劇の脚本がそれぞれ十点,短 編
小説十一篇 を含んでいる。
一九四〇年代以後,魯 迅 はますます日本人 に尊敬 され る外国文学者の一人
になっている。多 くの人々が魯迅の作品を愛読 し,魯 迅研究の文章や著述 に
ついて書いている。 その中には多 くの優れた魯迅研究がある。た とえば竹内
好の 『魯迅』,小田嶽夫の 『魯迅伝』などはその代表的な研究著作である。 ま
た,日 本各地には魯迅研究会,魯 迅友の会 などの研究団体が続々 と設 けられ
た。いろいろな討論会が行われ,研 究雑誌 も出 し,魯 迅研究は両国の文化交
流の主な課題の一つ となるとともに,両 国の思想交流の掛橋で もあった。
郭沫若 は魯迅 と同 じように,全 生涯にわたって中日友好 をめ ぐる大量の業
績 を残 してお り,中 日文化交流を推進するために極めて大 きな貢献 をした人
物で もある。郭沫若は,中 国への日本文化の紹介を非常に重視 してお り,彼
は生涯 において,様 々な分野の日本人作家,学 者の著述を中国人民に紹介す
ることに力 を尽 している。文学の面では,彼 が編訳 した 『日本短編小説集』
に}現 代 日本の代表的作家 として,芥 川龍之介,志 賀直哉,小林多喜二,井
伏鱒二,横 光利一 らの作品十九篇を収 め,ほ ぼ全面的 に日本文学の成果を紹
介 している。史学の面では,彼 は林謙三の 『階唐燕楽調の研究』 を翻訳 し,
さらに中国語訳本の序文に林謙三の学問 と人柄 について詳 しく紹介 している。
これによって,郭 沫若 と林謙三 との間 に真摯な友情が結ばれた。林謙三 によ
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って作 られた郭沫若の半身彫像 は今でも日本の沫若文庫 〔アジア,ア フリカ
図書館(東 京都三鷹市)の 中国室にある〕 に保存 されている。
文字の面では,〇 九六四年五月,郭 沫若 はまた 「日本的漢字改革和文字機
械化」 という論文 を発表 し,日本 における漢字改革の経験を中国に紹介 して
いる。この論文の中で彼 は,日本 における漢字の改革は,「字体の整理」と「画
数の簡略化」などの段取 りで進めてお り,タ イプを打つ とい う面か らいえば,
日本は 「日本語のローマ字化 によって漢字改革事業の能率を上げている。 こ
の方面で日本 は既 にわれわれの先頭 を切 った。われわれはさらに頑張 らなけ
ればな らなぞ1」と指摘 している.つ まり,中 国は漢字の改革 について日本の
経験 を学ぶべ きで,そ れをもって中国における文字の改革事業 を推進 して,
24)
「引き続 き漢字の簡略化 を進 める」 としている。
演劇では,郭 沫若の歴史劇が最 も目立 っている。一九二六年七月,日 本の
雑誌 『改造』 に彼の 「王昭君」が発表されたのはその最初である。一・九五〇
年代 に入 って,郭 沫若の 「察文姫」,「則天武后」,「屈原」をはじめ とする大
量の劇作が 日本語に訳 された。その中で特 に 「屈原」 は最 も有名であ り,新
中国の成立か ら八〇年代にかけて,こ の劇 は四回にわたって日本で公演され
た。
また,郭 沫若の史学著作の日本語訳 は一九三〇年代か ら始 まった ようであ
る。一九三一年,ま ず松枝茂夫による 『中国古代社会研究』が,そ の後,田
中震二 による 『青銅器研究要纂』が 日本語訳 された。 さらに一九七二年頃,
雄渾社が十七巻本の 『郭沫若選集』 を企画 し,そ の十一巻 目か ら郭沫若の史
学著作を収録 し,そ の内容 は 『中国古代社会研究』,『青銅時代』,『奴隷制時





原繁 をはじめ とする学術代表団を中国に派遣 した。 日本の学術界の中日文化
交流のための橋 を架 けるこのような行動は,中 国文化界の熱意の こもった歓
迎を受けた。そして,当 時中国の訪 日者は少なかったことか ら,中 国学術界
は同年の十二月に中国科学代表団 を日本 に派遣することになった。中国科学




た。 この ような代表団派遣は,中 国が中日文化,科 学の交流 を重視すること
を表 している。 とりわけ,代 表団団長 として郭沫若が中国科学院院長 という
身分で 日本 を訪問 したが,彼 は現職の全国人民代表大会常務委員会副委員長
を兼任 していたので,新 中国建国後 に日本 を訪問する最高 レベルの リーダ0
であった といえる。
日本人民及び日本の学術界 に学ぶ ことは,郭 沫若一行の訪 日の もう一つの
重大な使命であった。中国科学代表団は日本訪問中に,東 京大学}千 葉大学,
京都大学,立 命館大学,大 阪大学,岡 山大学,広 島大学な どの大学 と研究機
関を見学 し,日 本の学者 と広汎な交流を行 った。
日本では一九五六年に成立 した日中文化交流協会があ り,そ の基本的な役
割は 「中国人民対外文化協会 と密接に連絡 し,日 中両国人民の間の文化交流
事務 を促進す る」 ことであった。
歌舞伎 は日本の伝統演劇の一つであ り,中 国の京劇 との相似点が多い。一・
九五五年十月,松 尾国三 を団長i市 川猿之助を座長 とする歌舞伎団が中国 を
訪問 し,中 日両国の演劇交流及び中日文化交流の推進に積極的な役割 を果 し
た。一九七九年,日 本歌舞伎団は もう一度中国を訪問 し,伝 統的演 目である
「忠臣蔵」,「鏡獅子」が公演された。 日本歌舞伎団の美 しい演技が歌舞伎芸術
の美を示 してお り,中 国人民 は日本の伝統的演劇に対 する理解 を深めた。
梅蘭芳をはじめとする中国京劇団の訪 日。中国京劇代表団は梅蘭芳 をは じ
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め として,団 員には李少春,衰 世海,李 和曾,姜 妙香 などの著名な俳優が含
まれていた。一九五六年五月二十六 日,中 国京劇代表団は日本に着 く。五月
三十 日の夜,東 京の 「歌舞伎座」で第一回日の公演 を行 った。優れた俳優陣
をもっている中国京劇代表団は,初 めか らそのすばらしい演技で 日本人の観
客を魅了 した。数多 くの日本演劇界 と文化界の名士が中国京劇団の公演 を観
覧 しただけでな く,天皇の弟夫婦,自 由民主党の国会議員磨弥吉郎,社 会党
議員帆足計,神 近市子 などもこの公演を観覧 した。
松山バ レエ団の訪中。東京都港区にある松山バ レエ団は一九四八年 に創設
されi日 本各地 に若干の支団をもつ 日本有数のバ レエ団である。団長の清水
正夫 と副団長で著名なバ レリーナ松山樹子は夫婦であ り,そ の息子清水哲太
郎 と森下洋子の夫妻 も優秀なバ レリーナである。 そして,こ のバレエの名門
は中日文化交流を推進する有名な家庭で もある。〇九五五年,松Wバ レエ団
は,ま ず中国の映画 「白毛女」に基づいてバ レエ 「白毛女」を創作 し,東 京





流 は,現 代 における両国の若者の広範囲にわたる大規模 な文化交流の端緒 と
なった。一九八〇年代 に入 ると,両 国関係の発展に伴い,中 日青年の問にさ
らに大交流の気運 を迎 える。一九八三年,胡 耀邦総書記が日本 を訪問 した際
日本の青年三千人 を中国へ招待することを提案 した。その提案は中 日両国政
府の積極的な支持 を受 けたばか りでな く,両国の青年団体 の熱烈な賛意 も得
た。一九八四年九月二十四日,中 国の招待で第一陣の日本青年代表団が上海
に入 った。十五 日にわたる空前の盛況を呈 した中 日青年大交流の幕が開かれ
た。 日本各地か ら選ばれた青年三千人は,そ れぞれ上海,杭 州,南 京,北 京,
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西安,武 漢の六都市で中国青年 と交歓 し,各地の名勝旧蹟 を遊覧 した。 また,
彼 らは中国各地の二百余の工場,学 校,企 業な どを見学 し,中 国の若者 との
間にいろいろな交流が行われた。 そして,北 京で建国三十五周年の国慶節の
式典 にも参列 したのである。 このような交流を通 じて,日 本の青年たちは自
分の目で中国人民の祖国を建設す る旺盛な情熱 を見,自 ら中国人民の日本人
民に対す る真摯な友情 を体験 した。同時に,自 分たちは両国間の友好事業の
将来 を担っているということが自覚 されている、,要す るに,友 好大交流は両
国の青年たちに忘れ難い印象 を与えた。
中 日青年交流センターは両国文化交流の重要な基地 として,北 京市朝陽区
の亮馬河のほ とりにそびえる現代的な建築群 である。一九九一年五月四 日,
盛大 なオープン式典が北京亮馬河畔にある同セ ンターで行われた。中国の李
鵬総理 は式典 に送 ったメッセージの中で,「中日青年交流センターは,中日両
国青年の友好交流のために理想的な場所を提供 した。中日青年交流セ ンター
の落成 は,必 ず中日両国の友好合作関係の強化の中で十分に役割 を発i揮する
25)
であろうと信 じている」 と述べている。 日本の海部首相 もメッセージの中で
「いよいよ近づいている二十一世紀 はまさしく青年の時代である。日中青年交
流セ ンターの落成は,醐 の交流史上 における一週 塚 になると信 じてし胤
と述 べ ている。
8一 九八〇年代以後の文化交流
一九八〇年代に入 り,両 国の文化交流はます ます活発 にな り,空 前のブー
ムを迎 える。従来の文学,演 劇,科 学技術 に関する交流が引き続いて行われ
ると共 に,映 画,音 楽,舞 踊,出 版に関する交流 も大 きな進展 を見たのであ
る。
中 日両国の映画交流は,両 国文化交流の一部分 として,一 九五〇年代初期
に遡 ることがで きる。 日本映画が大量 に中国に紹介 され るのは一九七〇年代
後半の ことであったゲ ー九七六年,中 国で日本映画「君 よ,憤 怒の河を渡れ」
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(中国語訳名 「追捕」),「北キツネ物語」(同 「狐狸的故事」)などが上映 され,
中国の観衆の間で大 ヒッ トし,そ のテーマソング も中国のファンの間で流行
歌になった。 これ らの映画の上映 によって中日映画交流の新局面が開かれた。
一九八〇年代 に入ると,中 日映画交流はさらに発展 して,一 九八三年,日
本 で中国映画新作展 が行 われ,「北京 の想 い出」(原題 「城南 旧事」),「茶
館」,「炎の女,秋 理」(同 「秋理」),「武林志」,「逆光」,「人,中 年 に到る」
(同「人到中年」)の六つの作品が上映 されて,中 国映画の内容 と形式が 日本
の映画界の注目を集め始めた。続 いて,一 九八五年,一 九九一年に日本での




また,八 〇年代 になり,中 日両国の映画の共同制作が始 まった。一九八〇
年,両 国映画界は協力 して 「望郷の里」 を制作 した。なお,一 九八七年,中
国映画輸出入公司,八 一映画製作所が 日本の 「敦捏」制作委員会 と協力 して
大型の歴史劇 「敦1皇」を制作 した。 この映画は,計 十万人,ラ クダ五千頭 を
使 って砂漠でのロケで一年問か けて制作 されたものである。 これは中日映画
共同制作史上の最大の作品であるだけでなく,日本映画史上 において も空前
のことである。 また一九九〇年,劉 恒の小説 を脚色 した 「菊豆」 も日本の徳
間書店株式会社 と中国の西安映画制作所 との共同制作によるものであった。
一九八〇年代において,両 国の管弦楽の交流は盛んにな り,日本の音楽家
たちは中国で演奏会 を開催 している。一九八四年十月,日 本の著名な作曲家
団伊玖磨が中国の中央楽団 と合作 して北京でコンサー トを開催 したのはその
_例 であ27).ま た,〇 九八〇年代に1ま,有名な歌手のコンサー トが中国で開
催 された ことも少な くない。一九八六年四月の杉良太郎の訪中公演はその代
表的な好例である。中日両国国交正常化二十周年 を記念するため,一 九九二
年九月,両 国の文芸界 と体育界の共催 によるf中 日友好民俗週間」が北京で
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開懲 れ,躰 の民間芸能人三千人の参加を迎え契.躰 の購 の:｠が色
濃 く出ている津軽三味線,大 正琴などの民俗芸能 は中国人民の 日本の民俗文
化理解に大 きく貢献 した。
お わ り に
中国 と日本は階時代の以前 にはほ とん ど民間で科学文化 を交流 した。階,
唐両時代主に両国政府の間に交流 し,宋 時代か ら清時代 においては,民 間 と
政府 ともに互いに交流 したが,民 間での方が盛んであった。清代か ら今 まで
が民間交流が もっ とも盛んだろう。中日両国が長い歴史の中で,民 間及び政
府のレベルないし民間 と政府 という三種類の形での科学文化の交流がた くさ
んの経験 を積み重ねて きた。 この経験 は過去の歴史か ら得た ものであ りなが
ら,未 来で も生かすべきものだ と思 う。
注
1)注 向栄著,蔵 中進,由 同来訳 『古代の中国 と日本』桜楓社,1992年,第44
頁。
2)司 馬遷著 『史記』「秦始皇本紀」。
3)筆 者注,徐 福 または徐市,秦 の方士,字 君房,壊 邪(今 山東省膠南南)人 。
徐福が数千人を連れて日本 に渡 った ことは『史記』「秦始皇本紀」に見られる他
に,『太平広記』「事略異」にも見 られ る。
4)羽 田武栄著 『徐福 ロマ』亜紀書房,1993年,第1頁。
5)筆 者注,1986年5月の「江蘇省首届徐福研究学術討論会」,1990年12月の「中
国籟楡初回徐福節」及びシンポジウム。 また 『紀念徐福東渡二千二百周年論文
集』 も中国科学技術 出版社により出版 された。
6)堀 敏一著 『中国 と古代東アジア世界』岩波書店,1993年a第262頁。
7)叶 文程稿 「中国古代陶磁的対外伝播及び影響 」慶門国際蘇頒学術研究会論
文。1988年,叶氏は厘門大学人類学部教授である。
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